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スローガン

平成 20 年度　障害者福祉推進 実行委員会だより平成 20 年度　障害者福祉推進 実行委員会だより
　　　　ふれあい踊り　　　　  
　　　　　　（障害を持った方も、ボランティアさ
んも一緒に祭りを楽しみましょう！）
　8 月 14 日（木）おかや太鼓祭り「MINAKOI わ
っさか」に参加。
　雨にも関わらず大勢のみなさんに参加していた
だきました。ありがとうございました。

ふれあいの集い　ぶどう狩り
　9月 20 日（土）土田園（塩尻市）に於い
て毎年人気の「ぶどう狩り」を行いました。
甘いぶどうをいただきながらのおしゃべり
や笑顔が、あちらこちらでみられました。
交流会では「北国の春」体操、踊り、ビン
ゴゲーム、作業所のみなさんによる手話ソ
ング「ふるさと」や、「翼をください」の
歌もあり、楽しく、心地よいひと時となり
ました。

障害者作品展示・即売会　　　　  
（障害者の自立と社会参加のために）
　10 月 17 日（金）～19 日（日）諏訪湖ハイツロビ
ーに於いて、市内障害者団体等による作品を展示・
販売を行いました。売上金については、各障害者
団体の運営資金になります。ご協力ありがとうご
ざいました。

福祉バザー　　　　　　　　　　 
　11 月１日（土）  諏訪湖ハイツで福祉バザーを
行いました。大勢の市民のみなさんにご来場いた
だき、売上金は 583,783 円でした。
　売上金は、障害者団体への助成、岡谷市障害者
福祉推進実行委員会事業費や、基金への積み立て
等障害者福祉のために有効に活用させていただ
きます。
　　たくさんの善意の品物を提供いただき
　　　ありがとうございました。
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平成 20 年度　障害者福祉推進 実行委員会だより平成 20 年度　障害者福祉推進 実行委員会だより
第５回　ふれあい祭り＆ボランティア祭り　（福祉、障害者、ボランティアのことをもっと知ってほしい‼）
１0月11日（土）諏訪湖ハイツに900人あまりの方が集いました。（中2階）大会議室では、金子事務局
長による「ボランティアから生まれるもの」の講話、手話サークル・星の会・M50会・おかやボランティ
アアンサンブルの発表があり、ロビーでは、各団体のパネル展示・銭太鼓・車いす・高齢者擬似体験を行い
ました。屋外では、各団体の作品販売・わたあめ・ポップコーン・ゲーム等の各コーナーに大勢のみなさん
の参加・ご協力いただきました。

ハワイアンサンセットの演奏ハワイアンサンセットの演奏ハワイアンサンセットの演奏ハワイアンサンセットの演奏ハワイアンサンセットの演奏
をバックにフラダンス

障害者団体・支援団体による障害者団体・支援団体による
作品販売作品販売作品販売作品販売

紙飛行機うまくできたかな？紙飛行機うまくできたかな？紙飛行機うまくできたかな？紙飛行機うまくできたかな？
ロビーでは各団体の紹介をロビーでは各団体の紹介をロビーでは各団体の紹介をロビーでは各団体の紹介を
パネル展示パネル展示パネル展示パネル展示

「わたあめ」「ポップコーン」「わたあめ」「ポップコーン」「わたあめ」「ポップコーン」「わたあめ」「ポップコーン」
も大人気！も大人気！も大人気！

金子事務局長による講話金子事務局長による講話金子事務局長による講話金子事務局長による講話
「ボランティアから生まれるもの」「ボランティアから生まれるもの」「ボランティアから生まれるもの」「ボランティアから生まれるもの」「ボランティアから生まれるもの」

障害者地域生活支援事業　　　　　
　・生活訓練事業　・芸術文化講座開催事業
　・スポーツ教室開催事業　・スポーツ大会開催事業（福祉運動会等）

料理教室　11 月 13 日（木）　市内の障害者を対象に、
自活する上で必要な料理を習いました。

ボウリング大会
12 月 14 日（日）　スポルト岡谷
ハンデサポートおかやのみなさんがそれぞれの
ペースでボウリングを楽しみました。

草とり　8月 27 日（水）　ハンデサポートおかや（虹の家・ひだまりの家・希望の
里つばさ・エコファおかや・身体障害者福祉協会）では、日頃お世話になってい
る諏訪湖ハイツ中庭の草とり作業をしました。とってもきれいになりましたよ！

福祉運動会　9月 6日（土）　さわやかな秋晴れの下、小井川小学校のグランドで、
福祉運動会を行いました。今年も小井川小学校の福祉委員のみなさんにゴール係
り等のお手伝いや、競技に参加したりとご協力をいただきました。

初の試みです

─ 献  立 ─
きのこご飯・鮭のムニエル
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有償在宅福祉サービス有償在宅福祉サービス
　「有償在宅福祉サービス」は、在宅福祉をより充実させるために、市民のみなさんの自主的な相互扶助精神に
基づき、会員制による安価なサービスを提供するサービスです。
　日常生活の中で、一人では難しい…、誰かに手伝ってほしい時、社協にご連絡いただくと、登録された協力
会員がお手伝いをします。頼む人もお手伝いする人も同じ会員同士です。
　お互いに支えあって、安心して暮らせるまちづくりをしていきましょう。
　お手伝いが必要になったら、社協にご相談ください。

家事援助サービス 保育サービス

内
　
容

蘆食事の世話・衣類の洗濯
蘆住居の清掃・整理整頓
蘆生活必需品の買い物
蘆医療機関・公官署との連絡
蘆話し相手　等

蘆保育園・幼稚園の開始前、終了時にこどもを預かる
蘆保育園・幼稚園までの送迎
蘆学校の放課後こどもを預かる
蘆臨時的、突発的にこどもを預かる
蘆研修会等の集団保育

利 用 日 時 日曜日～土曜日　午前 8：30 ～午後 5：00

利 用 料 1時間まで 600 円　　
1時間を越える場合は 30 分毎に 300 円

交 通 費 1kmあたり 20 円

そ の 他 材料費等は実費

サービス依頼 原則として 1週間前

随時  協力会員を募集しています。
貴方の大切な時間を誰かのために少し分けてくださいませんか。
料理が得意、掃除が好き、お話を聴くのが楽しい、
お年寄りや子供が好き、体力には自身がある、
子育て中の家庭を応援したい等
自分の得意なことを活かせて、
相手の方に喜んでいただけたらすてきだと思う方、
市社協にお電話ください！！

協 力 会 員
　市内に居住し、熱意を持って、家事援助・
保育サービスに協力してくださる方

利 用 会 員
　市内に居住し、家事援助・保育サービスを必要とす
る方　（高齢者・身体障害者・妊産婦・子育て中の家庭等）

問合せ・申込み▶岡谷市社会福祉協議会　　TEL ２４－２１２１　FAX ２４－３５５５

利用会員・協力会員とも登録が必要です。市社協に申請書があります。
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社会福祉教育推進事業
　岡谷市社会福祉協議会では、福祉教育を推進するために、学校が実施する事業経費の一部補助をしてい
ます。また、講師の派遣、福祉教育プログラム作成・体験学習の提供等、福祉教育の推進を行っています。
　学校・地域等で体験学習ができるように、車いす・高齢者擬似体験セット・点字器等の貸し出しを行っ
ています。

問合せ▶市社協　TEL ２４－２１２１   FAX ２４－３５５５

講演会「盲導犬と私」
　講師は、岡谷市内で盲導犬と共に生活している
北澤とも江さん。湊小学校では「思い合い週間」に、
ブラインドウォーキング・高齢者擬似体験・点字
体験等を行いました。見えないことの怖さ、不便
さを体感したこどもたちは、北沢さんのお話しと
自身の体験がしっかりと結びついたようでした。
生きる勇気と元気をいただいた講演会でした。

　ふれあい祭り＆ボランティア祭りでは、岡谷
東部中学校吹奏学部のみなさんの熱い演奏が祭
りを盛り上げてくださいました。

　神明小学校を代表して福祉委員のみんなで和
楽荘を訪問しました。折り紙やカルタ、オセロ
をしてお年寄りの方と一緒に楽しむことができ
ました。

　定期的に市内作業所で、チラ
シ折り、アルミ缶つぶし、清掃、
散歩の付き添い、体育館でスポ
ーツを楽しむ等、利用者の方と
一緒に行っています。

● 湊小学校 ●
思い合い週間

● 岡谷東部中学校 ●

● 神明小学校 ● 和楽荘交流

● 岡谷東高等学校 ●

　高齢者擬似体験の
前に、「もし、音が聞
こえなかったら、目
が見えなかったら…」

と、体の不自由さを想像してみました。「すごく悲しい」
「ひとりじゃ何もできない」「人に迷惑をかける」など
マイナスイメージが多数意見でした。擬似体験から、
自分がだんだん歳をとり、体が不自由になっていくこ
とを想像し、「今できることを、やっていこう」とみん
なで考えました。「少しのことでも手伝っていきたい」
「大丈夫ですか？」「何か手伝いますか？」と声をかけ
ていきたい」と相手を思いやる意見が出されました。

● 上の原小学校 ●
擬似体験

真剣にお話を聴くこ
どもたちの顔をじっ
くり観察している盲
導犬「キュエロ」

転びそうになったとき支えてもらったり、「大丈夫？」って
声をかけてもらってうれしかった……

大丈夫？字が思うように
書けないよ……
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